
政
策
的
経
費
・
新
規
事
業

を
当
初
予
算
に
追
加

６
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た

一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、

義
務
的
経
費
中
心
の
「
骨
格

予
算
」
で
あ
る
当
初
予
算
に
、

町
長
の
意
向
を
反
映
さ
せ
た

政
策
的
経
費
や
新
規
事
業
予

算
を
追
加
計
上
し
た
予
算
で

す
。
当
初
予
算
に
１
９
８
４

万
円
を
増
額
し
、
一
般
会
計

予
算
総
額
は
前
年
度
同
期
比

で
９
・
０
％
増
の
34
億
９
５

４
７
万
円
と
な
り
ま
す
。

住
民
要
求
反
映
の
事
業
は

評
価一

般
会
計
補
正
予
算
に
は
、

町
道
拡
幅
や
九
度
山
中
学
校

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な

ど
、
町
民
の
く
ら
し
と
福
祉

の
向
上
に
役
立
つ
事
業
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
評
価
で
き
ま
す
。

花
火
大
会
予
算
に
賛
否

そ
の
一
方
で
、
今
年
で
４
回

目
と
な
る
「
将
星
真
田
幸
村
花

火
大
会
」
を
従
来
規
模
で
実
施

す
る
た
め
の
補
助
金
１
３
０
０

万
円
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
間

で
賛
否
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
社
会
保
障
切
り

捨
て
の
政
治
で
受
け
取
る
年
金

が
減
ら
さ
れ
る
一
方
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
や
介
護
保
険

料
の
値
上
げ
で
、
年
金
生
活
者

は
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
花
火
大
会
の
規
模
を

縮
小
し
、
他
事
業
へ
の
予
算
振

り
替
え
を
求
め
る
声
が
、
伊
丹

議
員
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

理
由
を
示
し
て
反
対

伊
丹
議
員

町
民
負
担
増
と
な
る
介
護
保

険
料
値
上
げ
を
行
っ
た
年
度
に

花
火
大
会
を
従
来
規
模
で
実
施

す
る
こ
と
に
、
町
民
、
特
に
低

所
得
の
年
金
生
活
者
か
ら
疑
問

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
町
民
の
声
を
代
弁
し
て
伊
丹

議
員
は
、
反
対
理
由
を
討
論
で

明
ら
か
に
し
た
上
、
一
般
会
計

補
正
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
は
・・・

６
月
22
日
の
本
会
議
で
一
般

会
計
補
正
予
算
の
採
決
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
採
決
の
前
に
賛
否

の
意
見
を
述
べ
る
討
論
が
行
わ

れ
、
２
名
が
反
対
の
立
場
で
、

４
名
が
賛
成
で
討
論
を
行
い
ま

し
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
７
・

反
対
２
の
賛
成
多
数
で
補
正
予

算
は
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

障
害
者
と
高
齢
者
に
対
す

る
外
出
支
援
策
に
つ
い
て

障
害
者
外
出
支
援
策
と

し
て
、
タ
ク
シ
ー
券
配
布
、

燃
料
費
補
助
を
行
う
こ
と

を
提
案
し
ま
す
。

鉄
道
・
バ
ス
等
の
公
共
交
通

機
関
で
障
害
者
手
帳
提
示
に
よ

る
割
引
サ
ー
ビ
ス
や
、
町
長
の

証
明
に
よ
る
有
料
道
路
通
行
料

割
引
な
ど
一
般
的
な
支
援
策
の

他
、
障
害
が
あ
る
方
が
利
用
登

録
を
す
る
こ
と
で
利
用
で
き
る

福
祉
有
償
運
送
の
周
知
・
広
報

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
（
そ
れ
ら
の
）
取
り
組

み
を
十
分
に
進
め
た
上
で
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
伊
丹
】

高
齢
者
の
外
出

支
援
策
と
し
て
、
燃
料
費

補
助
（
ガ
ソ
リ
ン
券
）
を

新
た
に
設
け
、
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
と
ガ
ソ
リ
ン
券

の
選
択
制
と
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
す
。

【町
長
】

燃
料
費
補
助
は
、
シ

ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
助

成
制
度
の
目
的
‐
交
通
弱
者
の

利
便
性
向
上
を
図
り
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
と
生
き
が
い
活
動

を
促
進
‐
の
趣
旨
と
異
な
る
と

考
え
ま
す
。

「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
に
つ

い
て

【
伊
丹
】「
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
」
が
本
町
小
・
中
学
校

で
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
場
合
、
義
務
教
育
無
償

の
考
え
に
立
っ
て
、
児
童
・

生
徒
家
庭
に
負
担
が
な
い

よ
う
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【教
育
長
】

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

導
入
に
つ
い
て
、
国
や
県
が
ど

の
よ
う
な
形
で
費
用
面
で
の
補

助
が
あ
る
か
な
ど
、
今
の
と
こ

ろ
情
報
が
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
保
護
者
負
担

の
な
い
よ
う
に
と
の
願
い
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ

い
て
は
全
く
現
時
点
で
は
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
、
町
営
住
宅
政
策
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
第
２
回
九
度
山
町
議
会
定
例
会
（
６
月
議
会
）
は
、
専
決
の
承
認

（
町
条
例
一
部
改
正
、
２
０
１
７
年
度
補
正
予
算
案
）
６
件
、
２
０
１
８
年
度
補
正
予
算
案
（
一

般
会
計
、
国
保
、
介
護
、
水
道
、
下
水
道
）
５
件
、
町
条
例
制
定
・
改
定
３
件
の
14
件
の
議
案
と
、

議
員
提
出
議
案
（
意
見
書
）
２
件
の
審
議
・
採
決
を
行
い
、
６
月
22
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
等
16
件
を
議
決

６
月
議
会

花
火
大
会
を
従
来
規
模
で
実
施
す
る
予
算
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
に
反
対

伊
丹
俊
也
議
員

伊
丹
議
員
の
一
般
質
問

伊
丹
議
員
の
反
対
討
論

（理
由
）
を
裏
面
に
掲
載



一
般
会
計
補
正
予
算
の
反
対
討
論

伊
丹
俊
也
議
員

議
案
第
29
号
平
成
30
年
度
九
度
山
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
反

対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。

こ
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
４
月

の
町
長
選
後
の
政
策
的
経
費
や
新
規
事

業
な
ど
、
再
選
を
果
た
さ
れ
た
町
長
の

意
向
を
反
映
さ
せ
た
い
わ
ゆ
る
「
肉
付

け
予
算
」
で
す
。

評
価
す
る
事
業

ま
ず
、
評
価
す
る
事
業
を
申
し
上
げ

た
上
で
、
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

３
款
民
生
費
の
「
見
守
り
電
話
サ
ー

ビ
ス
」
は
、
高
齢
者
が
孤
独
な
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
健
康
状
態
の

把
握
に
よ
り
早
期
の
病
院
へ
の
通
院
に

つ
な
げ
、
健
康
で
永
く
暮
ら
せ
る
よ
う

文
字
通
り
見
守
る
も
の
で
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
本
町
に
住
み
続
け
ら
れ
る
こ

と
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。

５
款
農
林
業
費
の
太
利
池
の
フ
ェ
ン

ス
増
設
と
外
島
農
道
の
補
修
、
な
ら
び

に
７
款
土
木
費
の
「
ト
ン
ネ
ル
点
検
業

務
」
は
、
住
民
の
安
全
の
確
保
に
役
立

つ
も
の
で
す
。

同
じ
く
７
款
の
町
道
84
号
他
の
道
路

拡
幅
事
業
は
、
町
民
か
ら
要
望
が
大
き

い
狭
隘
道
路
の
改
善
と
歩
行
者
の
安
全

通
行
に
役
立
つ
も
の
で
す
。

９
款
教
育
費
で
は
、
九
度
山
中
学
校

の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
増
設
さ
れ
る
こ

と
は
、
生
徒
の
学
習
環
境
を
向
上
さ
せ

る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
６
月
補
正
に
、
町

民
の
く
ら
し
と
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ

事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
評

価
す
る
も
の
で
す
。

花
火
大
会
に
つ
い
て
私
は
こ
う
思
う

さ
て
、
私
が
こ
の
補
正
予
算
案
で
問

題
視
す
る
の
は
、
９
款
教
育
費
の
「
将

星
真
田
幸
村
花
火
大
会
補
助
金
」
で
す
。

最
初
に
、
私
は
、
こ
の
花
火
大
会
の
予

算
の
す
べ
て
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

花
火
大
会
の
事
業
は
、
娯
楽
的
要
素

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
要
素
を
持
っ
た

も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
花
火
大
会
に
は
推
定
で
５
万

人
の
方
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

方
が
お
越
し
に
な
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

道
の
駅
「
柿
の
郷
く
ど
や
ま
」
の
商
業

施
設
や
ベ
ー
カ
リ
ー
の
売
り
上
げ
が
伸

び
た
こ
と
や
、
会
場
周
辺
に
出
店
し
た

ブ
ー
ス
の
中
に
は
数
時
間
の
間
に
数
十

万
円
の
売
り
上
げ
を
上
げ
る
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
経
済
効
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
は
、
お
店
や
ブ
ー
ス
出
店
者
が

潤
う
だ
け
で
な
く
、
交
通
機
関
の
利
用

者
も
増
え
、
町
内
産
業
の
発
展
と
活
性

化
に
繋
が
る
と
私
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
九
度
山
の
知
名
度
も
上
が
る
こ
と

に
な
り
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
の
方
々

が
九
度
山
町
に
訪
れ
て
く
れ
る
機
会
を

増
や
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
経
済
効
果
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
人
が
九
度
山
を
訪
れ
て
く
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
人
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
、
ま
た
途
絶
え
て
い
た
人
の

つ
な
が
り
が
復
活
す
る
な
ど
、
お
金
で

は
評
価
で
き
な
い
効
果
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
効
果
に
よ
り
、
本
町
の

経
済
力
が
高
ま
り
、
活
性
化
が
進
み
、

そ
し
て
町
民
の
み
な
さ
ん
が
暮
ら
し
や

す
い
、
安
全
、
快
適
な
町
づ
く
り
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
の

意
味
で
、
私
は
花
火
大
会
の
す
べ
て
を

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

花
火
大
会
に
対
す
る
町
民
の
声

さ
て
、
こ
の
花
火
大
会
の
予
算
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
間
で
も
賛
否
の
意
見

が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
や
様
々
な
評
価

が
あ
る
こ
と
を
、
町
長
を
は
じ
め
と
し

た
町
執
行
部
の
み
な
さ
ん
は
ご
存
知
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
町
内
を
回
り
、
町

民
の
声
を
聞
き
、
意
見
を
求
め
て
き
ま

し
た
。
手
紙
で
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ

い
た
方
も
い
ま
す
。
賛
成
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
が
、
反
対
や
疑
問
視
す
る
意

見
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
疑
問
視
す

る
意
見
は
、
花
火
大
会
を
全
否
定
は
し

な
い
が
、
他
の
事
業
に
お
金
を
振
り
分

け
る
な
ど
予
算
の
使
い
道
の
再
考
を
求

め
る
も
の
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。

反
対
も
し
く
は
疑
問
視
す
る
声
の
多

く
は
、
年
金
生
活
者
、
特
に
国
民
年
金

を
受
給
し
て
い
る
み
な
さ
ん
か
ら
の
も

の
で
す
。
年
金
生
活
者
の
み
な
さ
ん
は
、

安
倍
自
民
党
政
権
が
推
し
進
め
る
社
会

保
障
費
抑
制
の
政
治
の
下
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
や
介
護
保
険
料
の
値
上

げ
に
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。
本
町
で

も
今
年
度
よ
り
介
護
保
険
料
が
値
上
げ

と
な
り
ま
し
た
。
私
は
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、
低
所
得
者
対
策
と
し
て
一
般

会
計
予
算
で
、
町
独
自
の
保
険
料
減
免

制
度
を
社
会
福
祉
政
策
と
し
て
行
う
こ

と
を
、
議
案
審
議
の
場
や
一
般
質
問
で

求
め
て
き
ま
し
た
。

花
火
大
会
予
算
の
一
部
で
介
護
保
険
料

の
町
独
自
減
免
制
度
実
現
を

さ
て
、
こ
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案

の
質
疑
に
お
い
て
、
「
花
火
大
会
の
規

模
を
縮
小
し
て
、
そ
の
浮
い
た
予
算
を

別
の
事
業
に
使
っ
て
は
ど
う
か
」
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
こ
の
考
え

方
に
立
つ
も
の
で
す
。
私
は
社
会
福
祉

政
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
介
護
保
険
料

の
町
独
自
の
減
免
制
度
を
設
け
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。
介
護
保
険
料
の
町
独
自

の
減
免
制
度
は
、
そ
の
減
免
の
対
象
の

範
囲
に
も
よ
り
ま
す
が
、
花
火
大
会
の

予
算
の
一
部
を
そ
の
財
源
と
し
て
振
り

替
え
る
こ
と
で
実
施
可
能
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

町
民
の
声
を
代
弁
し
反
対

町
民
負
担
増
と
な
る
介
護
保
険
の
値

上
げ
を
行
っ
た
年
度
に
花
火
大
会
を
従

来
規
模
で
実
施
す
る
こ
と
に
は
、
町
民
、

特
に
低
所
得
の
年
金
生
活
者
か
ら
の
疑

問
の
声
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
町

民
の
声
を
代
弁
し
て
一
般
会
計
補
正
予

算
案
に
反
対
す
る
も
の
で
す
。

花
火
大
会
の
財
源
確
保
に
努
力
を

な
お
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

私
は
花
火
大
会
の
中
止
を
求
め
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
花
火
大
会
の
予
算

計
上
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
か
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
、
歳
入
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
２
０
０
万
円
の

寄
付
を
あ
つ
め
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
評
価
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、
財
源
確
保
と
い
う
点
か

ら
要
望
し
ま
す
。
花
火
大
会
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
の
多
く
は
、
程
度
の
差
は

あ
れ
財
源
の
問
題
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
花
火
鑑

賞
の
た
め
の
座
席
を
有
料
で
販
売
し
、

そ
れ
を
財
源
に
充
て
て
い
る
自
治
体
が

あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
寄
付

以
外
に
収
入
を
確
保
す
る
方
策
の
実
施

に
よ
り
、
そ
の
収
入
を
活
用
し
て
花
火

大
会
補
助
金
の
一
部
を
他
の
事
業
に
振

り
替
え
る
こ
と
の
検
討
を
求
め
ま
す
。

「
将
星
真
田
幸
村
花
火
大
会
」
の
事
業

規
模
を
見
直
し
、
そ
の
予
算
の
一
部
を

社
会
福
祉
政
策
の
よ
り
一
層
の
充
実
の

た
め
に
活
用
す
る
こ
と
を
求
め
る
立
場

か
ら
、
平
成
30
年
度
九
度
山
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
へ
の
反
対
討

論
と
し
ま
す
。

※
見
出
し(

太
字
）
は
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め

に
付
け
加
え
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
討
論
用

の
原
稿
で
、
議
事
録
に
記
載
さ
れ
た
も
の
が

正
式
な
発
言
と
な
り
ま
す
。


